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サステイナブル・ファッションの促進に向けた教育の課題と展望

――学校における消費者教育の現状と消費者行動への影響要因を参考に――

森 朋 子 *

【要 旨】 サステイナブル・ファッションに資する消費者行動を促進するためには学校教育が重要な役

割を担うが，サステイナブル・ファッションが現在の学校教育でどのように扱われているのかは，十分

な調査が行われていない。また，個人の環境配慮行動には教育以外にもさまざまな状況的，社会的，心

理的な要因も影響を及ぼすことがわかっているが，サステイナブル・ファッションに資する消費者行動

に着目し，これらの行動への影響要因を整理した研究はほとんどない。本論文では，サステイナブル・

ファッション促進に向けて消費者に期待される具体的なアクションを整理したうえで，これらのアク

ションが最新の学習指導要領や教科書の中でどのように扱われているのかを調査するとともに，既存研

究のレビューによって，消費者に期待されるアクションに影響を及ぼす要因を整理した。これらの結果

を踏まえ，サステイナブル・ファッションに資する教育の課題と展望を論じる。
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要因

1．は じ め に

近年，ファッション産業から生みだされる過大な環境

負荷が注目を集めている。エレン・マッカーサー財団に

よる 2017 年のレポート1) では，2000 年から 2015 年ま

での 15 年間で衣服の生産量は 2 倍に増えたが，その主

な要因は世界規模での中産階級人口の増加と，流行を取

り入れた安価な衣服の大量生産，いわゆるファスト

ファッションの流行であると分析している。実際に，衣

服を購入してから廃棄するまでの平均着用回数は，2000

年から 2015 年までの間に世界平均で 36 % も減少して

おり，安い衣服を大量に購入し，比較的短い期間で廃棄

するという消費傾向がうかがえる1)。こうした大量の衣

服生産は，その過程で大量の水と農地を消費するととも

に，大量の温室効果ガスを排出することが指摘されてい

る2)。さらにファストファッションの生産工程を担って

いる途上国では，低賃金や人権侵害，危険な職場環境と

いった労働問題も数多く指摘されている。Taplin3) は

2013 年にバングラデシュのラナプラザで起きた縫製工

場ビルの崩落事故を多角的に分析したうえで，その責任

は工場の管理者や事業者だけにあるのではなく，途上国

の下請事業者に低価格の責任を負わせる先進国のメー

カーや，そうしたビジネスを推奨する国の政策にも重大

な責任があると論じている。また，衣服はその廃棄過程

での問題も指摘されている2)。2015 年における世界的な

衣服のマテリアルフローをみると，全体の 12 % が生

産・流通過程で廃棄され，消費者の手に渡った衣服の約

7 割が埋め立て，もしくは焼却処分されており，リサイ

クルされているのはわずか 12 % である。全体として，

ファッション産業は極めて直線的な，いわゆるリニア・

エコノミー型のビジネスモデルであるといえる1)。

こうしたさまざまな問題が指摘されている一方，日本

においてもファストファッションの利用者は増える傾向

にある。大枝ら4) が国内の大学生，大学院生を対象に実

施した調査によると，ファストファッションに対して

「とても興味がある」「やや興味がある」と回答したのは

男性 76.8 %，女性 92.9 % であり，実際にファスト

ファッションの商品を「よく購入する」「時々購入する」
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と回答した割合は男性が 54.0 %，女性が 67.1 % であっ

た。さらにこの調査では，多くの若者はファストファッ

ションを流行の一つであると捉えており，安価であるが

ゆえに購入し，手持ちの服とのコーディネイトを考慮し

ながら購入しているという意識も明らかにされている。

このように，すでに衣服を購入する選択肢の一つとして

ファストファッションは社会に広く浸透していることか

ら，これを市場から排除することは現実的に難しい。そ

のため，環境や社会に配慮したサステイナブルなファッ

ションについての意識を高め，実践可能な環境配慮行動

をより多くの消費者に実践してもらうことが重要である

と考えられる。

幅広い層にサステイナブル・ファッションに資する行

動を実践してもらうためには，ほとんどの人が受ける学

校での教育が重要な役割を担う。2017 年から 2019年に

かけて告示された新しい学習指導要領では，その前文に

「持続可能な社会の創り手を育成する」という理念が初

めて示され，随所に持続可能な社会を学び，考える要素

が加えられた5)。これまでの学校教育では，家庭科にお

いて衣服に関する環境配慮が扱われてきたが，近年家庭

科は消費者教育や環境教育を推進する科目としてその重

要性が増しており6,7) ，サステイナブル・ファッション

に向けた教育の基盤を担うことが期待される。しかしな

がら，最新の学習指導要領や教科書において，サステイ

ナブル・ファッションがどのように扱われているのか，

具体的に調査した研究は筆者の知る限り見あたらない。

また，人々が環境配慮行動を実践するか否かは，教育

による影響だけでなく，各個人の状況的・社会的・心理

的な影響要因が存在することも広く知られている。衣服

の購入や廃棄に対する消費者の心理や行動についてはこ

れまでにさまざまな研究が行われており，環境に配慮し

た消費者行動を促進するための対策が論じられてき

た8-10)。しかし，これまでの研究は衣服の購入段階や廃

棄段階，あるいは古着の購入等，特定の消費段階や消費

者行動に着目したものが多く，衣服の購入，使用，廃棄

という一連のライフサイクルに沿って，サステイナブ

ル・ファッション促進のために消費者に求められる行動

を整理し，それらの行動への影響要因を整理した研究は

見あたらない。

そこで本論文では，サステイナブル・ファッションを

促進するために消費者に期待されている具体的なアク

ションを整理したうえで，これらのアクションが最新の

学校教育の中でどのように扱われているのか，ならびに

どのような状況的・社会的・心理的要因がこれらのアク

ションへの影響要因として指摘されているのかを分析し，

サステイナブル・ファッションに資する教育の課題と展

望を論じる。

2．消費者に期待されるアクション

サステイナブル・ファッションを推進するためには，

消費者には具体的にどのようなアクションが求められる

のだろうか。生産，流通，購入・使用，廃棄という衣服

のライフサイクルのうち，消費者行動が直接関係するの

は購入，使用，廃棄の 3つの段階であると考えられる。

本論文ではこの 3つの段階に着目し，①サステイナブ

ル・ファッションに貢献するアクション，②誰もが容

易に取り組めるアクション，③消費者に向けて広く情

報発信されているアクション，の 3条件を満たすアク

ションを検討した。具体的には，環境省と消費者庁がそ

れぞれ設置するサステイナブル・ファッションの特設

ウェブサイト11,12)を参考に，購入，使用，廃棄の各段階

に分けて 11 のアクションを整理した (表 1)。

表 1 に示すアクションは，これまでも資源循環や 3R
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表 1 サステイナブル・ファッションに向けて消費者に期待されるアクション

段 階 消費者に期待される行動

購 入 ①衝動買いをせず，購入の必要性を十分に検討する
②デザイン，素材，縫製等を確認し，長く使用できる衣服を選ぶ
③価格やデザインだけでなく，素材や生産プロセス等，衣服の環境や人権への影響にも
こだわって衣服を選ぶ

④環境に配慮した入手方法を選ぶ
(例：フリーマーケットでの古着の購入，受注生産品の購入，売れ残り在庫販売品の
購入，レンタルサービスの利用)

使 用 ⑤衣服に応じた手入れや洗濯を心がけ，大切に使用する
⑥お直しやリペアによって，長く使用する
⑦マイクロプラスチックを流出させないよう洗濯の際には専用のネットを利用する

廃 棄 ⑧まだ着られる衣服は買取店，フリーマーケット，ネットオークション，行政や団体に
よるバザー・寄付等を利用し，古着として排出する

⑨服としては着られなくなったものを小物等にリメイクする
⑩資源として回収に出す

その他 ⑪定期的に手もちの衣服を確認し，処分・有効活用する

環境省および消費者庁のサイトを基に筆者作成



(リデュース，リユース，リサイクル) の観点から重要

であると啓発されてきたものがほとんどではあるが，③

の「価格やデザインだけでなく，素材や生産プロセス等，

衣服の環境や人権への影響にもこだわって衣服を選ぶ」

については，環境問題だけでなく社会・労働問題にも配

慮したものであり，ファストファッションへの考慮を促

すアクションといえる。特に消費者庁のウェブサイトで

は，「買うと決めたら服のストーリーにこだわる」と表

現し，具体的な「ストーリー」の例として素材や作り手

への配慮，ヴィーガンレザー等の動物福祉への配慮，売

上金の寄付の有無等，衣服の購入に際して幅広い配慮の

ポイントを解説している。

3．学校教育におけるサステイナブル・ファッ

ションの扱い

学校教育において環境問題に関する学習事項は理科，

社会科，家庭科等のさまざまな教科に含まれるが，この

うち環境に配慮した衣服の購入，使用，廃棄に関する学

習事項は，消費者教育の一環として取り入れられている。

本章ではこの消費者教育に着目し，サステイナブル・

ファッションが学校教育でどのように扱われているのか

について述べる。

3. 1 学習指導要領における消費者教育の扱い

日本の小・中・高等学校で実施する教育の目標や学習

内容は，文部科学省が学習指導要領に定めている。この

学習指導要領は社会の変化に対応するため，およそ 10

年に 1 回の頻度で見直しが行われており，最近では

2017 年から 2019年にかけて告示された学習指導要領が

現場で施行されたところである。

健全な消費者を育成するための学習は「消費者教育」

と呼ばれ，1989年の学習指導要領改定から，たとえば

高等学校の家庭科では「家庭経済と消費」という新単元

の下に拡大されてきた13)。2008年から 2009年に告示さ

れた小・中・高等学校の学習指導要領では，さらなる消

費者教育の充実が図られ，消費者の基本的な権利と責任，

消費者の自立と支援，消費生活と生涯を見通した経済の

計画，持続可能な社会を目指したライフスタイルの確立

が特に重点的に拡充された14)。表 2 は，文部科学省およ

び消費者庁の資料14,15) をもとに，小学校から高等学校ま

での学習指導要領のうち，消費者教育にかかわる部分を

抜粋したものである。これをみると，消費者教育は主に

社会科と家庭科で扱われており，本論文と関係する環境

に配慮した消費行動については，高等学校での家庭基礎，

家庭総合†での扱いが充実していることがわかる。なお，

消費者の権利や契約の重要性といった内容は，2022 年 4

月から成年年齢が 18歳に引き下げられることを受け，

† 高等学校では家庭基礎を 2単位，家庭総合を 4単位として，2

科目のうちいずれか 1 科目を必履修科目として履修することが

定められている
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― 63 ―

207

表 2 2017〜2018年改訂学習指導要領における消費者教育の扱い (太字は環境配慮に関わる箇所)

校 種 教科 学 年 内 容

小学校 社会 3年 地域の生産・販売にかかわる仕事を理解し，消費者の要望とのかかわりを知る

5年 消費者や生産者の立場などから多角的に考えて，日本の農業，水産業，工業を理解する

家庭 5，6年 買物の仕組みや消費者の役割を知り，物や金銭の大切さと計画的な使い方について理解する

持続可能な社会の構築に向けて，環境に配慮した消費生活を学ぶ

中学校 社会 (公民的分野) 身近な消費生活を中心に経済活動の意義について理解する

消費者の保護について，それらの意義を理解する

技術・家庭 (家庭分野) 計画的な金銭管理の必要性について理解する

消費者の基本的な権利を理解し，自立した消費者としての責任ある消費行動を考える

消費生活の中から課題を設定し，その解決に向けて環境に配慮した消費生活を考える

高等学校 公共 多様な契約および消費者の権利と責任を理解する

政治・経済 物価と景気変動，租税，金融の働きと仕組みについて理解する

家庭基礎 家計の構造や生活における経済と社会とのかかわり，家計管理について理解する

消費行動における意思決定や契約の重要性，消費者保護の仕組みについて理解する

生活と環境とのかかわりや持続可能な消費について理解する

持続可能な社会を目指して主体的に行動し，ライフスタイルを工夫する

家庭総合 家計の構造や生活における経済と社会とのかかわり，家計管理について理解する

消費行動における意思決定や，責任ある消費の重要性について理解を深める

2017〜2018年改訂学習指導要領を基に筆者作成



最新の学習指導要領では特に充実が図られたところであ

る。

3. 2 高等学校の家庭科教科書におけるサステイナブ

ル・ファッションの扱い

3. 1 で述べたとおり，環境に配慮した消費行動につい

ては高等学校の家庭基礎，家庭総合で重点的に扱われて

いる。では表 1 に整理したサステイナブル・ファッショ

ンに向けた消費者行動は，これらの授業においてどの程

度扱われているのだろうか。そこで，最新の学習指導要

領に対応した高等学校の家庭基礎および家庭総合の教科

書を調査し，サステイナブル・ファッションに関する記

載状況を確認した。野中ら16) によると，家庭基礎の履

修割合は 55 %，家庭総合は 43 % と同程度の履修状況で

ある。調査対象としたのは，家庭基礎については占有率

が第 1位 (37.2 %)17) の東京書籍「家庭基礎 自立・共

生・創造｣18) と占有率が第 2 位 (15.1 %) の実教出版

「家庭基礎 気づく力 築く未来｣19)，家庭総合について

は占有率が第 1位 (54.3 %) の東京書籍「家庭総合 自

立・共生・創造｣20) と第 2位 (21.6 %) の実教出版「家

庭総合｣21) である。さらに，東京書籍の教科書について

は，過去の学習指導要領に対応したものも遡って記載内

容を確認した。

調査の結果，環境に関する記載の内容や量については

4冊の最新の教科書には大きな違いがみられなかったた

め，表 3 には東京書籍「家庭基礎 自立・共生・創造」

の調査結果を示した。

いずれの教科書においても，サステイナブル・ファッ

ションに関係する記載は，学習指導要領の「衣食住の生

活の自立と設計」および「持続可能な消費生活・環境」

にかかわる 2箇所にみられた。前者は，被服の機能と着

装，被服材料，被服衛生 (洗濯方法を含む) 等について

学んだ後，環境に配慮した被服の管理を学ぶという流れ

になっている。東京書籍の教科書シリーズにおいて，こ

の単元で環境配慮に関する記載が教科書に含まれたのは，

1987・1988年発行の教科書からである。1987・1988年

発行の教科書では使用済み衣服の有効利用を考えさせる

内容が含まれ，その後学習指導要領の改訂が進むたびに

環境配慮に関する記載が増えていることがわかった。

「持続可能な消費生活・環境」の単元は，2009年告示の

学習指導要領から含まれた学習内容である。この部分に

ついても改訂のたびに内容の充実が図られ，最新の教科

書では環境問題全般にわたる幅広い知識が得られるよう

な内容となっている。
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表 3 東京書籍「家庭基礎 自立・共生・創造」におけるサステイナブル・ファッションに関する
記載状況

学習指導要領の
該当箇所

サステイナブル・ファッションに関係する記載内容

衣食住の生活の
自立と設計

■これからの衣生活 持続可能な衣生活を目指して (教科書分量：2ページ，配当授業時間：2コマ)
1．被服の生産と消費
生産量と消費量の増大，途上国からの輸入の増加，途上国での労働問題 (ラナプラザの縫製工場
の事故を紹介)

2．被服の再資源化
被服の 3R，リフューズ，リペアについて具体的な行動例を紹介

3．環境に配慮した衣生活
クールビズ・ウォームビス，ファストファッション，エシカルファッション，フェアトレード，
ユニバーサルデザインの説明

持続可能な
消費生活・環境

■持続可能な生活を営む (教科書分量：6ページ，配当授業時間 2コマ)
1．大量消費社会の限界
資源量の減少，途上国での労働問題，海洋プラスチック，森林減少，安全な水の確保の説明

2．これまでの世界と日本の取り組み
京都議定書，パリ協定，循環型社会形成推進基本法，SDGsの説明

3．一人ひとりの力で社会を動かす
Think Globally，Act locally，エシカル消費，行動をおこすことの重要性，3R，低炭素社会，再生
可能エネルギー，シェアリングエコノミーの説明

4．エシカル消費の実践
エコラベル，フェアトレードの説明

5．社会的活動の実践と支援
CSR, CSV, ISO 14001，ライフサイクルアセスメントの説明

(表での記載)
・今日からできる取り組みの例示
被服の自然乾燥，資源のリサイクル，不用品の寄付，SNS による発信
・エシカル消費の例示 (表)
フェアトレード商品や寄付つき商品の購入，グリーン購入，リサイクル品の購入，オーガニック
商品の購入，地元商店での購入
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表 1 のサステイナブル・ファッションに向けて消費者

に期待されるアクションと教科書の記載内容を比較する

と，表 1 にあげられているアクションのほとんどを現在

の教科書は網羅しているが，④環境に配慮した入手方法

のうちの受注生産品の購入，売れ残り在庫販売品の購入，

レンタルサービスの利用という具体例や，⑦マイクロプ

ラスチックへの配慮，⑪定期的な衣服の処分と有効活用

については，触れられていなかった。一方で，③素材や

生産プロセス等，衣服の環境や人権への影響を配慮した

エシカル消費については，過去の教科書より充実した扱

いになっていた。

このように，最新の教科書ではサステイナブル・

ファッションに関する扱いが大幅に充実しているものの，

学校のカリキュラム全体における家庭科の授業時間は減

少しており，充実した学習を担保できないことが指摘さ

れている。伊藤22) によると，単位数 2 の家庭基礎は 1

週間に 1コマの授業頻度で，1年間のみの履修であるた

め，生徒は高等学校 3年間のうち 1 年しか家庭科を履修

しない。授業時間の減少により，実習時間や調べ学習，

発表授業が減少することが報告されており22)，一方的な

講義形式の授業が増えていると予想される。こうした事

態を危惧し，2015 年には日本教育大学協会全国家庭科

部門，日本教育大学協会全国家庭科部会，日本家庭科教

育学会が連名で，日本教育大学協会に対して家庭科の単

位数を増やし，授業時間を確保するよう要望書を提出し

ている23)。

4．衣服に関する消費者行動の影響要因

3. では，サステイナブル・ファッションに資する消

費者行動を促進するアプローチとして学校教育に着目し，

その現状や課題を論じた。一方で，消費者行動は各人が

どのような教育を受けたかという要因以外にも，社会的

要因や心理的要因といったさまざまな要因に影響を受け

ることがわかっている。そこで 4. では，表 1「サステ

イナブル・ファッションに向けて消費者に期待されるア

クション」の項目に沿って，既存研究・調査によって指

摘されている影響要因をまとめる。

4. 1 購入段階

表 1 の項目①にあるとおり「衝動買いをせず，購入の

必要性を十分に検討する」ことが，望ましい消費者アク

ションとされている。しかし 2021 年に消費者庁が男女

2,000 人を対象に実施したサステイナブル・ファッショ

ンに関する消費者意識調査24) では，衣服の購入動機と

して回答者の約半数が「暑い・寒いとき，気に入った服

を目にしたときやバーゲンなどが購入動機で，計画性は

ない」と回答している。Chen-Yuら25) は，こうした衝

動買いに影響する要因として，マスメディアによる宣伝，

多様化で細分化された衣服のスタイルとカテゴリの存在，

魅力的なウィンドウ・ディスプレイをあげている。また

表 1 の項目②「長く使用できる衣服を選ぶ」については，

坂上8) が女子大学生を対象に行なった調査分析によると，

衣服の購入に際して色柄，デザインといった外観嗜好と

経済性は重視される一方，リサイクルやリメイクがしや

すいか，手入れがしやすいかといった実用性に関する意

識は非常に低いことが報告されている。ただし，長く使

えるかどうかについては意識が高く，予算が限られた若

い世代にとっては重要な要素であることが示唆される。

同様の傾向は消費者庁の意識調査24) にもみられ，衣服

を購入する際に重視する点として回答が最も多かったの

は価格 (79.1 %)，次いでデザイン (70.0 %)，着回しの

しやすさ (49.9 %)，ブランド・メーカー名 (15.4 %)，

耐久性 (13.3 %) となっていた。最新の家庭科教科書で

充実が図られていた表 1 の項目③「価格やデザインだけ

でなく，素材や生産プロセス等，衣服の環境や人権への

影響にもこだわって衣服を選ぶ」については，消費者庁

の意識調査24) では購入時にこの点を重視する人は全体

の 1.7 % であり，非常に少ないことがわかる。しかし世

代別でみると，10代，20代の回答者は 3.0 % が重視す

ると回答しており，他の世代よりも相対的に高い割合で

あることが報告されている。

表 1 の項目④「環境に配慮した入手方法を選ぶ」のう

ち，古着の購入に関しては比較的多くの研究が実施され

ている。Rouxら26) は，既存研究の調査と少人数のイン

タビュー調査から，古着の利用に対する象徴的な意味合

いを研究し，見知らぬ人の古着に対しては汚れへの嫌悪

感が強い一方，親しい友人や親せき，家族間での衣服の

交換については抵抗感が少なく，むしろ好ましい習慣と

して受け止められることが多いことを報告している。古

着購入に対するポジティブな感情としては，今のファッ

ションにはないユニークさを求める，ノスタルジアを求

める，高級なブランドを手ごろな価格で入手できる，浪

費的な文化や習慣への抵抗感の 4 つがまとめられてい

る26)。特に若い層には古着の購入は一つのファッション

として捉えられており，衣服へのこだわりが強く，流行

やお洒落に敏感な層ほど，古着の購入経験が多いことが

報告されている27,28)。一方で古着購入に対するネガティ

ブな感情としては，古着を着ることで自分自身が劣った

ような気分になる，汚れや前の持ち主のことが気になる

などがあげてられている26)。消費者庁の意識調査でも回

答者の半数以上が「やや抵抗感がある」あるいは「強い

サステイナブル・ファッションの促進に向けた教育の課題と展望
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抵抗感がある」と回答しており24)，特に顔のみえない間

柄での古着のやり取りにはネガティブな感情を抱くケー

スが多いと予想される。

4. 2 使用段階

村上ら9) は，女子大学生 200 人を対象にアンケート調

査を実施した結果，環境配慮意識の高い人ほど衣服購入

の際に着回しの可能性を考慮し，その使用段階において

も丁寧な洗濯や修復等，長期間にわたって衣服を有効に

活用する傾向にあることを報告している。消費者に求め

られるアクションのうち，表 1 の項目⑥や⑨のような

不用衣服のリペア，リメイクについては，他のアクショ

ンよりも消費者自身のスキルが求められる。こうしたス

キルは家庭科で学習することになっているが，上述した

村上らの研究において，アンケート調査後に実施したイ

ンタビュー調査では，対象者 38名の女子大学生のうち，

家庭科の授業でリメイクを学習したことを覚えている回

答者は 10名，実際にリメイクを実践している人は 8名

であった。この調査での対象が全員女性であることを考

慮すると，男性も含めた全体の傾向としては，家庭科で

の学習を活用してリメイクを実践している割合は，より

低いことが予想される。

4. 3 廃棄段階

表 1 に示すとおり，サステイナブル・ファッションを

促進するためには，衣服の廃棄段階において，できるだ

け寄付や古着としての排出を検討し，それでも排出せざ

るをえない場合は資源としての回収を消費者に求めてい

る。しかし実際には，不用になった衣服を退蔵，あるい

は可燃ごみとして廃棄する割合の高いことが報告されて

いる24)。このように衣服が退蔵・廃棄される要因として

は，衣服の物理的な劣化よりも，好みの変化や流行遅れ

といった消費者の心理的な要因が大きいとされてい

る10,29)。不用になった衣服をどのように排出するのかに

ついては，消費者の意識と行動を調査した既存研究があ

り30,31)，実際の行動経験や衣服への関心が強い影響を及

ぼすことが明らかにされている32,33)。また衣服に限らず，

不用品の排出方法に強く影響する消費者の内的要因とし

ては，それぞれの排出方法に対する手間とコスト感があ

げられている34)。特に寄付，譲渡，リユースといった廃

棄以外の排出方法を選択する場合は，不用品の製品とし

ての価値をどのように認知しているか35)，前回の排出行

動の結果が消費者自身にポジティブな影響をもたらした

かどうか36)も大きな影響を及ぼすことが指摘されている。

衣服に特有の内的要因としては，衣服への関心や愛着が

あげられる。Weber33) は，衣服への関心が高いほど廃

棄以外の行動をとる一方で，関心が低いほど同じ服を限

界まで使う傾向があることを示している。また玉置37)

は，衣服に愛着がある場合，不用になると退蔵する傾向

があるものの，何らかのきっかけにより手放す際には廃

棄よりも寄付やリユースショップでの下取りといった排

出方法を選択する傾向があること明らかにしている。さ

らに Morganら38) は消費者の不用衣服のリサイクルに

対する意識や環境問題に関する知識不足を指摘しており，

知識量の増加によって不用衣服が有効利用される可能性

があるとしている。

衣服の排出行動に影響する状況要因としては，製品に

内在する状況要因と，製品そのものとは関係のない，消

費者を取りまく状況要因の 2種類があるとされている39)。

前者の例としては，製品の古さや劣化度合い，色，サイ

ズ，価格等があげられる。特に高級ブランドの衣服は他

者に利用して欲しいという意識が強くなることが報告さ

れている37) 一方，ファストファッションのような安価

で低品質の衣服は短期間の使用で廃棄される傾向にあ

る40)。後者の例としては保管スペース，消費者にとって

の緊急性，取得のしやすさ等があげられる。リユースに

ついては，排出する場所へのアクセス手段の有無や距

離41, 42)，他者からの情報への接触32, 43)が大きな影響を及

ぼすことが報告されている。

5．サステイナブル・ファッション教育の課題

と展望

ここまで，サステイナブル・ファッション推進のため

に消費者に期待されるアクションを軸に，最新の学校教

育におけるそれらの扱いと，アクションへの影響要因を

整理してきた。これらの結果を基に，サステイナブル・

ファッションに資する教育のあり方について論じたい。

第 1 に，ESD (持続可能な発展のための教育：Edu-

cation for Sustainable Development) とサステイナブ

ル・ファッションとの関係について述べる。最新の学習

指導要領では「持続可能な社会の創り手」を育成するこ

とが教育の最も重要な目標の一つに掲げられており，教

科横断的に ESD の視点が盛り込まれている5)。学校教

育での ESD の実践については，学校間や校種間での取

り組みの差，時間確保の難しさ，推進体制の必要性等，

さまざまな問題が指摘されているが44,45)，今後の学校教

育において ESD の重要性が増すという方向性は変わら

ないと考えられる。環境への意識が高い人や日頃から環

境配慮行動を実践している人は，衣服への環境配慮にも

積極的であるという研究報告4,9) を踏まえると，学校教

育全体で ESD への取り組みを充実させることは，サス

森 朋 子
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テイナブル・ファッションの推進にも有効といえる。学

校での ESD推進にはさまざまなステークホルダーが連

携することの重要性が指摘されていることから46)，学校

任せにせず，地域や社会全体として ESD を支援する仕

組みが期待される。

第 2 に，衣服の購入段階における消費者行動について

述べる。4. 1 で述べたとおり，多くの人にとって衣服を

購入する際に重視するのは価格やデザインであり，環境

への配慮を重視している割合は非常に低い。ただし，衣

服の耐久性や着回しのしやすさは，衣服の経済性にも関

係するため，比較的意識が高い傾向にあった。こうした

現状を踏まえると，衣服の購入に際して環境に配慮する

という視点を社会で主流化することはハードルが高いと

思われるが，少なくともこれから消費者になる若者に対

し，価格やデザイン以外の視点で衣服を選ぶ目を養う学

習機会を提供することは，学校教育の重要な役割といえ

る。3. 2 で述べたとおり，高等学校の家庭科教科書では

エシカル消費に関する記述が充実していたものの，その

学習時間は非常に限られており，エシカル消費が必要と

される背景や影響までを深く理解することが困難だと思

われる。このような課題を解決するために，家庭科と他

教科が連携することで時間を確保し，地元の伝統的な染

め物を題材にエシカル消費の重要性を理解させる実践例

や47)，中学生と小学生との連携授業をとおしてエシカル

消費を深く理解させようとする実践例48) が報告されて

いる。こうした教科間および校種間の連携に加えて，筆

者はノンフォーマル教育やインフォーマル教育との連携

も重要だと考える。学校教育をフォーマル教育と呼ぶの

に対し，NGOや社会教育施設等が提供する学習の場を

ノンフォーマル教育，地域・家庭での活動や本・映画・

ウェブサイト等を介した日常的な学びの場をインフォー

マル教育と呼ぶ49)。学校での学びや教科書を基にした学

習だけでは，確保できる時間や内容が限られるため，た

とえば生徒にサステイナブル・ファッションにかかわる

外部のイベントを紹介し参加を促したり，授業の中でサ

ステイナブル・ファッションに関する映画やウェブサイ

トを活用したりすることが考えられる。筆者は，他者と

協働して社会に働きかける環境活動を実践している若者

へのインタビュー調査を行なったことがある50)。この対

象者の中には，環境や社会に配慮した制服を自分達で作

るという活動を展開している「やさしいせいふく†」の

メンバーが複数含まれていた。彼らに活動に至った経緯

を尋ねると，学校の授業でファストファッションに関す

る映画「ザ・トゥルー・コスト」や YouTube 動画

「The 2 Euro T-Shirt― A Social Experiment」を視聴し

て衝撃を受け，アースディ等の環境イベントに参加して

みたことが活動のきっかけとなっていた。近年問題視さ

れている学校への過重な負担を軽減しつつ，深い学びと

行動のきっかけを与えるためには，インフォーマル・ノ

ンフォーマル教育との連携が欠かせないと考える。

第 3 に，衣服の廃棄段階における消費者行動について

述べる。衣服の排出方法の選択にはさまざまな要因が影

響を及ぼすことが指摘されているが，そのうち教育との

関連が深いのは，排出方法や環境問題に係る知識の獲得

と，廃棄以外の排出方法の経験，およびその経験に対す

るポジティブな感情の獲得であろう。特に経験の重要性

を指摘する研究は多く，教育の場で実際に衣服の寄付や

リユースを体験するような機会が設けられることが望ま

しい。たとえば，学校イベントの一環としてバザーやフ

リーマーケットを開催し，保護者ではなく生徒自身が不

用になった衣服を持ちよることが考えられる。また従来

のリユースルートだけでなく，ネット型リユースの使用

を経験することも不用衣服の価値を再認識したり，廃棄

以外の排出方法を選択したりすることに役立つことが報

告されていることから51)，ネット型リユースの具体例を

授業で紹介することも有効だと考えられる。

最後に，衣服の購入行動と廃棄行動との関係について

述べる。4. 3 で述べたとおり，不用になった衣服の排出

段階では，消費者が不用衣服の価値を高く認識している

場合，あるいは消費者が不用衣服に愛着をもっている場

合は，寄付やリユースといった廃棄以外の排出方法を選

択する傾向にある。これは逆にいえば，特に愛着やこだ

わりをもたず，価格と一過性の流行だけを意識してファ

ストファッションを購入した場合は，その廃棄段階にお

いても環境への配慮がなされない可能性を示唆している。

つまり，環境や社会に配慮した衣服の購入を推進するこ

とは，その衣服が不用になった際の適切な排出にも寄与

すると考えられる。消費者に求められるアクションのう

ち，「素材や生産プロセス等，衣服の環境や人権への影

響にもこだわって衣服を選ぶ」というアクションが幅広

く実践されれば，こうしたこだわりのある購入が衣服へ

の愛着を生み，適切な排出行動にも繋がると推測される。

したがって教育の場においても，衣服の購入に関するア

クションと廃棄に関するアクションを別々に扱うのでは

なく，購入・使用・廃棄という一連のライフサイクルに

沿って，各段階で実践可能なアクションを学習すること

が望ましいと考えられる。

† 人にも環境にもやさしい服づくりを通してよりよい社会の実

現を目指す学生団体であり，中学生と高校生が主なメンバーで

ある。詳細はウェブサイト (https://www. striketextile. org/

top) を参照されたい
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衣服の購入行動や廃棄行動にはさまざまな要因が影響

するため，教育分野からのアプローチだけではサステイ

ナブル・ファッションは実現せず，法制度の充実や企業

の努力等，多方面からのアプローチを同時進行で進める

ことが重要である。しかしこうした取り組みの成功は，

やはり個々の人間がどう行動するかという点にかかって

おり，教育の重要性は低くないといえるだろう。本論文

で解説したとおり，新しい学習指導要領には持続可能な

社会の創り手を育てるという目標が全面に掲げられてい

る。また国際的にも，これから迎える VUCA (不安

定：Volatility，不確実：Uncertainty，複雑：Complex-

ity，曖昧 Ambiguity) の時代を乗りこえられる人材を

育成しようと，持続可能な社会への変革をキーワードに

した教育理念が提唱されている52,53)。サステイナブル・

ファッションの学習は，環境・経済・社会という SDGs

の重要な要素すべてを含んでおり，これから目指そうと

している教育の潮流に非常に合致したテーマである。今

後，学校教育で ESD が推進されるなかで，サステイナ

ブル・ファッションの教育実践や活動実践がさらに充実

することを期待している。
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Abstract

School education can play a major role in the promotion of individual behaviors with regard to encour-

aging people to take up sustainable fashion. Government school curriculum guidelines stipulates that the

concept of nurturing creators of a sustainable society is an essential goal, and some of the learning points

related to sustainable fashion are being enhanced in this way. However, it is obviously not only education but

also various situational, social, and psychological factors that influence pro-environmental behaviors. In this

paper, consumer actions promoting sustainable fashion are summarized and the author investigates how

these actions are treated within the current education scenario. Existing papers on factors that influence

consumer behaviors are also reviewed. Based on this study, the challenges and prospects of education that

can contribute to the advancement of sustainable fashion among students is discussed.

Keywords: consumer education, ESD, home economics, government curriculum guidelines, influential factors

on behaviors
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